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身
近
な
天
然
ゴ
ム
製
品

日
常
生
活
に
お
い
て
ゴ
ム
製
品
は
欠
か
せ
な
い
。
輪

ゴ
ム
、
ホ
ー
ス
、
タ
イ
ヤ
な
ど
身
近
な
も
の
が
多
い
。

ゴ
ム
に
は
、
ゴ
ム
ノ
キ
の
樹
液
か
ら
作
ら
れ
る
天
然
ゴ

ム
と
石
油
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
合
成
ゴ
ム
の
２
種
類

が
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
お
け
る
全
世
界
の
総
生
産

量
は
天
然
ゴ
ム
が
約
１
３
８
７
万
㌧
、
合
成
ゴ
ム
が

約
１
５
２
６
万
㌧
と
な
っ
て
お
り
、
天
然
ゴ
ム
と
合

成
ゴ
ム
の
生
産
量
は
比
較
的
近
い
。
天
然
ゴ
ム
の
世
界

の
総
生
産
量
の
推
移
に
つ
い
て
み
る
と
、
１
９
６
１
年

か
ら
約
60
年
間
で
７
倍
以
上
に
生
産
量
は
増
加
し
、
特

に
２
０
０
０
年
以
降
の
増
加
率
が
高
い
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ 

２
０
１
９
）。
天
然
ゴ
ム
は
70
％
以
上
が
タ
イ
ヤ

の
生
産
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
の
生
産

台
数
の
増
加
が
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

２
０
１
９
）。
地
域
的
に
み
る
と
、
世
界
の

２
０
１
７
年
の
総
生
産
量
の
75
％
は
東
南
ア
ジ
ア
で
生

産
さ
れ
て
お
り
、
国
別
で
は
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
シ
ェ
ア
が
特
に
多
く
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
が
上
位
に
位
置
す
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ 

２
０
１
９
）。

熱
帯
の
ゴ
ム
農
園

天
然
ゴ
ム
は
ゴ
ム
ノ
キ
の
白
い
樹
液
を
凝
固
さ
せ
て

作
ら
れ
る
。
ゴ
ム
ノ
キ
と
い
え
ば
観
葉
植
物
の
イ
ン
ド

ゴ
ム
ノ
キ
（Indian rubber tree, Ficus elastica

）

が
身
近
な
存
在
で
あ
る
が
、
天
然
ゴ
ム
生
産
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
が
原

産
の
パ
ラ
ゴ
ム
ノ
キ
（Para rubber tree, H

evea 
brasiliensis

）
で
あ
る
。
筆
者
が
初
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
ゴ
ム
農
園

を
訪
れ
た
の

は
15
年
前
で

あ
る
が
、
そ

の
時
の
印
象

は
手
入
れ
が

行
き
届
い
た

立
派
な
人
工

林
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ゴ
ム

農
園
で
は
、
植
栽
後
５
～
７
年
か
ら
ゴ
ム
樹
液
の
採
取

が
開
始
さ
れ
、
植
栽
後
25
～
30
年
経
過
す
る
と
樹
液
の

生
産
量
が
減
少
し
て
く
る
た
め
、
こ
の
段
階
で
ゴ
ム
ノ

キ
は
伐
採
さ
れ
再
度
新
た
な
苗
木
が
植
栽
さ
れ
る
。

森
林
資
源
と
し
て
の
ゴ
ム
農
園

ゴ
ム
農
園
の
目
的
は
あ
く
ま
で
天
然
ゴ
ム
の
生
産
で

あ
る
た
め
、
伐
採
時
に
利
用
可
能
と
な
る
木
材
に
つ
い

て
は
、
以
前
は
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
熱
帯
天
然
林
の
減

少
・
劣
化
が
加
速
す
る
な
か
で
、
ゴ
ム
ノ
キ
材
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（Shigem

atsu

ら 

２
０
１
１
）、
日
本
で
も
ラ
バ
ー
ウ
ッ
ド
集
成
材
と
し

て
広
く
流
通
し
て
い
る
。
筆
者
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
ゴ
ム
ノ
キ
の
成
長
や
そ
の
木
材
の
経
済
的
価
値

に
つ
い
て
試
算
し
た
こ
と
が
あ
る
（Shigem

atsu

ら 

２
０
１
３
）。
伐
採
さ
れ
る
直
前
の
ゴ
ム
ノ
キ
林
の
単

位
面
積
当
た
り
の
材
積
を
測
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
立

木
材
積
は
４
０
０
立
方
㍍
／
㌶
前
後
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
平
均
年
間
成
長
量
は
９
・
３
立
方
㍍
／
㌶
と

推
定
さ
れ
た
（K

hun

ら 

２
０
０
８
）。
こ
の
平
均
成

長
量
は
早
生
樹
種
の
ア
カ
シ
ア
や
ユ
ー
カ
リ
の
造
林
地

で
み
ら
れ
る
20
立
方
㍍
／
㌶
以
上
の
値
と
比
較
す
る
と

劣
る
も
の
で
あ
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
チ
ー
ク
人
工
林

や
日
本
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
吉
田
・
松
下　

１
９
９
９
）
に
近
い
値
で
あ
り
、
木
材
生
産
の
た
め
に

造
成
さ
れ
て
い
る
人
工
林
と
比
較
し
て
も
成
長
が
悪
い

と
は
言
え
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ゴ
ム
農
園
の
拡
大
と
そ
の
影
響

前
述
の
よ
う
に
天
然
ゴ
ム
の
生
産
量
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
ゴ
ム
農
園
の
面
積
も
拡
大
し
て
い

森
林
・
木
材
資
源
と
し
て
の
ゴ
ム
農
園
の
可
能
性

その14

九
州
大
学
農
学
研
究
院
　
溝
上
展
也

暮らしの
中の熱帯

“White Gold”といわれる白いゴムの樹液
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る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
収
穫
面
積
の
推
移
を
コ
メ

以
外
の
主
要
な
作
物
で
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
オ

イ
ル
パ
ー
ム
果
実
の
収
穫
面
積
が
指
数
関
数
的
に
急
速

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
左
下
の
グ
ラ
フ
参

照
）。
そ
し
て
、
天
然
ゴ
ム
収
穫
面
積
も
２
０
０
０
年

以
降
に
増
加
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
第
３

位
の
収
穫
面
積
に
な
っ
て
い
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ 

２
０
１
９
）。

こ
の
よ
う
な
ゴ
ム
農
園
の
拡
大
は
熱
帯
地
域
の
環
境

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
？　

パ
ラ
ゴ
ム
ノ
キ
は
本
来
、
高
温
多
雨
の
地
域
に

適
す
る
樹
木
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
伝
統
的
に
は

赤
道
に
近
い
熱
帯
雨
林
気
候
帯
の
低
地
に
ゴ
ム
農
園

が
造
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
、
天
然
ゴ
ム
の
需
要
の

高
ま
り
と
と
も
に
、
よ
り
高
緯
度
の
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン

気
候
帯
や
高
地
（
標
高
３
０
０
㍍
以
上
）
に
拡
大
さ
れ

て
き
た
（Ziegler

ら 

２
０
０
９
）。
例
え
ば
、
中
国

の
雲
南
省
最
南
端
に
位
置
す
る
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
・
タ

イ
族
自
治
州
で
は
、
当
地
の
最
近
の
水
不
足
は
ゴ
ム
農

園
の
拡
大
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
報
告
がScience

誌
（M

ann 

２
０
０
９
）

とN
ature

誌
（Q

iu 

２
０
０
９
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
や
タ
イ
に
お
い
て
も
ゴ
ム

農
園
の
蒸
発
散
量
は
両
国
の
代
表

的
な
自
然
植
生
の
熱
帯
季
節
林
よ

り
も
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（Giam
belluca

ら
２
０
１
６
）。

一
方
で
、
ゴ
ム
農
園
は
天
然
林
と

比
較
す
る
と
そ
の
バ
イ
オ
マ
ス
量

は
低
い
が
、
農
地
や
草
地
と
比
較

す
る
と
バ
イ
オ
マ
ス
量
が
多
く
、
炭
素
固
定
能
力
が

高
い
（Blagodatsky

ら
２
０
１
６
）。
こ
の
よ
う
に
、

ゴ
ム
農
園
拡
大
の
影
響
と
い
っ
て
も
、
ゴ
ム
農
園
に
変

換
さ
れ
る
前
の
土
地
利
用
、
す
な
わ
ち
天
然
林
な
の
か

農
地
や
草
地
な
の
か
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
は
異
な
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

持
続
可
能
な
ゴ
ム
農
園
経
営
に
向
け
て

日
本
で
は
戦
後
の
天
然
林
伐
採
に
よ
る
拡
大
造
林
な

ど
に
よ
っ
て
現
在
は
全
森
林
面
積
の
約
４
割
も
が
人
工

林
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
拡
大
造
林
が
奥
地
の
高
い
標

高
に
ま
で
及
ん
で
い
っ
た
こ
と
は
近
年
の
ゴ
ム
農
園
の

拡
大
と
も
似
た
状
況
に
あ
る
。
ゴ
ム
農
園
の
み
な
ら

ず
、
日
本
の
人
工
林
を
含
め
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
宿
命
と
し
て
、
自
然
植
生
と
比
較
し

た
時
の
生
物
多
様
性
の
減
少
や
病
虫
害
等
の
蔓ま
ん

延え
ん

の
リ

ス
ク
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
重
要
な

の
が
地

域
あ
る

い
は
流

域
の
中

で
、
ど
こ
に
、
ど
の
く
ら
い
の
面
積
で
天
然
林
、
人
工

林
あ
る
い
は
農
地
な
ど
を
配
置
す
る
か
と
い
う
土
地
利

用
計
画
を
適
切
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
森
林
認
証
で

世
界
的
に
有
名
な
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
日
本
で
初
め
て
取
得

し
た
速
水
林
業
の
場
合
で
も
、「
人
工
林
配
置
や
構
造

に
よ
る
地
域
生
態
へ
の
影
響
」
や
「
人
工
林
内
の
生
態

系
保
全
性
」
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
（
速
水
林
業 

２
０
１
９
）。
ゴ
ム
農
園
に
つ
い
て
も
、
持
続
可
能
な

経
営
を
目
指
す
た
め
に
は
地
域
や
流
域
に
お
け
る
環
境

配
慮
が
一
層
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

カンボジアのゴム農園
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東南アジアにおける主要作物の収穫面積（万 ha）の推移（FAOSTAT 2019）
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